


高齢者はおしゃべり？                                           

 
    

    

    

    

 

    

   

    

   

  

    

    

    

    

    

 

    

  

  

  

 

  

  

   

  

 

 

  

  

  

 

 

 

はあもう…田中さんってば話が長すぎるよ～…。 

なんでもっと簡潔に話してくれないのかなあ。 

ははは。これは私も気をつけなければいけませんねえ。今までいろ

いろな経験をしてきたシニアの方は、情報を豊富に与えた方が若手の

助けになると思い…ついつい、話が長くなるのでしょうね。 

もう話が長すぎて、何が言いたいのか分かりません！ 

長い話も情報の宝庫、全てが無駄な情報と言うこともないでしょう。

すぐには役立たないと思うかもしれないけど、いずれ活きてくる情報

もあるのではないでしょうか。 

むむむ… 

話の中の対応策を抽象化できれば、一度きりではなく多くの場面で

活用できますよ。少し我慢して聞いてみたらどうでしょう。 

長いです～我慢できない～！せめて、せめて先に結論を言っていた

だけると良いのですけど…。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

ふんふん。質問する時に疑問点をはっきりさせて聞いたらどうでし

ょう。 

それにそれにっ、役に立つ経験を教えたいと言うより、なんだか自

慢話が多い気がするんです！ 

うーん。シニアの人も、求められた内容を簡潔にまとめて話す工夫

が必要かもしれないですね。 

日本の会社は人材に投資してきましたし、そうして価値ある人材に

なった高齢者が次世代を育てる役目を果たせれば好循環なのですが

… 

それにそれにそれにっ！ 

…今回はこれくらいでやめておきましょうかね。 

えーっ！！ 



資料編                                                          

 
○高齢者が指導役に 

『70 歳いきいき企業 100 選』には、技能伝承の仕組みにより、高齢者の持つ豊富な知識

を次世代に引き継いでいる会社が数多く紹介されています。 

高齢者が先生として「○○塾」や「○○道場」を開いたり、マイスター制度を導入し「入

社時教育」を実施することで若年従業員の作業の修得をしたりしている会社もあります。 

また、後継者育成の教え方を体得するために、高齢者の技をマニュアル化したり、高齢者

自身の能力開発を行ったりしている会社もあります。 

http://www.jeed.or.jp/elderly/data/company70/03.html 

（高齢・障害・求職者雇用支援機構『いきいき企業 100 選』） 

 

○閑話 
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